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生物学的幅径（Biologic Width）確保のための
歯周外科処置と歯周補綴について

















えた約3mm を生物学的幅径 (Biologic Width) という1）。
　生物学的幅径を詳細に計測した研究としては Gargiulo, 
AW.2）の研究がある（図1）。上皮性付着（平均0.97mm）結
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